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現代日本語の助数詞の意味変化の方向  
荻 野 綱 男  
1．：意味変化と年齢差   
1－1現在起こりつつある言語変化   
言語のあらゆる側面が次掛こ変化することは周知の事実である。長い時間を  
隔てた二つの状態を比較することは，変化を知るもっとも確実で簡便な方法で  










の［si］むこ近い）の登場なども注意される。   
これらに比べると，用法の変化や意味の変化ほ，意識されにくい。なぜなら  
ば，文字や音声で表現される形態とちがって，意味はややとらえにくいところ  





るだろう。   


























の記入を依頼することができた。   
項目実は，授業の受講者とともに1988年4月から検討し，各種の準備調査・  
予備調査を行なった上で，1988年8月初めにアンケートの依頼をし 9月に回  
収した。その結果，425人の方のデータが集まった。   
9月からは入力業者に頼んでデータを磁気テープ化してもらい，学術情報処  
理センターの計算機に入れて分析を行なった。集計にほ，荻野の開発したバッ   
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ケージプログラムGLAPSを利用した。   
今回の回答者がどのような人かを知るために，フェイスシート項目の結果を  
示そう。  
性別 男＝212人 女＝210人 不明＝3人  
年齢13－19歳＝65人 20－29歳＝67人 39－39歳＝51人 40－49歳＝83人  
50－59歳＝48人 60－69歳＝44人 70－79歳＝56人 80－87歳＝8人  
不明＝2人  
職業 学生＝94人 会社員＝159人 自営業＝18人  
無職＝108人 その他＝41人 不明＝5人  










3．助数詞の意味・用法の変化   







析してある。   
アンケート用紙の概略ほ，末尾をこ付録として示した。  
3－2 集計の方法   
ある文（項目番号1a）「この教室にほ黒板が3つある。」に対して，回答を年   





年齢層 13－29歳  30－49歳  50－87歳  
（1）使うし自然  113  115  106  
（2）使わないが自然  8  13  22  
（3）使わないし不自然  10  5  22  







13－29歳＝1．21点．30－49歳＝1．17息 50－87歳＝ユ．胡眉となり，確かに討歳以  



















3－3 集計結果   






表2 政教詞「面」の使われ方の年齢差  
項目 名調 教詞＋助数詞 13－29歳 30－49歳 50－87歳  
5a 大きい鏡 3面  1．57 〉 1．30 ＝ 1．31  
1c 黒板 3面  2．19 〉 1．88 ＝？1．99  




表3 助数詞「個」の使われ方の年齢差  
項目 名詞 数詞十助数詞  13－29歳 30－49歳 50－87歳  
24b じゃがいも 4個  1．08 ＝ 1．11 ＝ 1．13  
14a たまご 3個  1．13 〉？1．07 ＝？1．11  
34a はまく・り 4閏  1．21 ＝？1．14 ＝ 1．19  
23a ほくろ 2個  1．42 〈？1．56 く？1．68  
25b さつまいも 3個  1．48 ＝ 1．47 く1．72  
4b おもちゃの飛行擬 5伺1．65 〈 2．08 く？2．23  
18c ハソガー 3個  1．70 〈1．95 ＝ 1，88  
28b 桜島ダイコン 1個   1．79 く？1．97 二 2，07  
6c 手鏡 3個  1．87 ＝1．86 く？2．01  
38c 十円玉 5個  1．98 〉？1．83 ＝1．91  
26b 長芋 1個  2．01 く 2．23 ＝？2．36  
31a （三角形の）頂点 3個  2．08 ＝？2．19 ＝ 2．17  
21〕考え 1個  2．19 〈 2．70 ＝ 2．71  
36a グループ 3個  2．28 〈 2．63 ＝ 2．61  
7a （立方体の）側面 6個  2．31 ＝ 2．30 ＝ 2．21  
37b 講義 6憫  
29a 宇宙 1個  
12b （新生児の）歯 1個  
3b まっ白い雲 1個  
42c 有名なタワー 4佃  
5d 大きい鏡 3個  
39b エスカレーター 8個  
35a テニスクラブ 4個  
46c 超高層ビル 5個  
16b 大きな窓 4個  
13b 水滴 1個  
1b 黒板 3個  
2．36 く 2．83 〉？2．75  
2．37 く？2．51 ＝ 2．48  
2．38 〈 2．63 ＝ 2．68  
2．39 〈 2。61 ＝ 2。63  
2．43 く 2，61＝ 2．58  
2．43 く 2．68 〉 2．47  
2．44 く？2．56 ＝ 2．50  
2．51 く 2．82 〉？2．73  
2．51 ＝ 2．57 ＝ 2．59  
2．54 ＝ 2．50 く 2．65  
2．55 ＝？2．65 ＝？2．54  
2．57 ＝ 2．49 ＝ 2．55   
????????
荻   
27c ダイコン 1個  
15a ベッド 2個  
8b （問穿の）側面 2個  
48b 噂 4個  
17a 目 2個  
41c 橋 2個  
30a 点 2個  
10b（愛情の）形 2個  
9b 飛行機 3個  
＝？2．73  
〉 2．54  
＝ 2．71  





2．83 〉？2．75  
2．86 〉 2．74  
2．93 〉 2．85  








表4 助数詞「つ」の使われ方の年齢差  
項目 名詞 数詞＋助数詞  13－29歳 30－49歳 50－87歳  
＝ 1．02 く1．08  
＝ 1．01 ＝ 1．01  
＝？1．05 ＝ 1．07  
＝ 1．04 〉 1．00  
37a 講義 6つ  
36t〉 グループ 3つ  
16a 大きな窓 4つ  
30b 卓、2つ  
47a （将来の）遥 2つ  
2a 考え 1つ  
50a 条約 2つ  
8a （問題の）側面 2つ  
31b （三角形の）凰蕉 3つ  
10a（愛情の）形 2つ  
48a 噂 4つ  
3a まっ白い雲 1つ  
7b （立方体の）側面 6つ  
29b 宇宙 1つ  
23b ほくろ 2つ  
17b 目 2つ  
42a 有名なタワー 4つ  
35b テニスクラブ 4つ  
46a 超高層ビル 5つ  
14b 貴二まご 3つ  
39a ェスカレークー 8つ  
6a 手続 3つ  
21a おしぼり 2つ  
???????】?????????????????????）?????????????（??????????????
1．01〉 1．00  
1．04 ＝ 1．OS  
l．01 く1．04  
＝？1．07 ＝？1．12  
＝ 1．05 ＝？1．10  
＝ 1．02 く1．12  
＝ 1．04 ＝ 1．03  
＝ 1．06 ＝ 1．07  
＝ 1．07 〈1，20  
＝ 1．02 く1．08  
〈？1．12 ＝？1．18  












（構想の）桂 3つ  
橋 2つ  
国道 2つ  
ベッド 2つ  
黒板 3つ  
おもちゃの飛行機  
ハンガー  3つ  
じゃがいも 4つ  
（人の問の）壁 1つ  
桜島ダイコン 1つ  
（新生児の）歯1つ  
大きい鏡 3つ  
水滴 1つ  
はまぐり 4つ  
大きな川 2つ  
長芋 1つ  
さつまいも 3つ  
ダイコン 1つ  
タオル 2つ  
十円玉 5つ  
バスタオル 2つ  





















1．30 〈1．51  
1．12 ＝？1．17  
〈？1．49 〈1．69  
く1．55 〈1．75  
く1．77 く？1．92   
1．25 〉 1．14  
く1．74 ＝ 1．79  
＝？1．64 〈1．82  
く1．73 く1．97  
く 2．08  
〈 2．36  
〈 2．45  
く 2．05  
???
????? ???〈??? ??? ??
2．18 く 2．49  
2．23 く 2．39  
2．33 ＝ 2．34  （家の）柱 1つ  
薄い壁 1つ  
（留守「いの）電話 3つ  
バスの便 1つ  
飛行機 3つ  
＝？2．21〉 1．91  
く？2．41 ＝ 2．47  
く 2．58 ＝ 2．52  





う言い方であるので，年齢差が出ないというだけの話である。   
蓑2～4で示した項目以外に，「本・枚・揺」についても調査したが，この  
ような年齢差は認められなかった。  
4．ま と め  
以上見てきた傾向をまとめると，助数詞を使ってものを数えるときに，「面」  
は使われる範閤が狭くなり，だんだん使われなくなる懐向にあるのに対し，  
「個」と「つ」は使われる範囲が広くなり，さらに多く使われる傾向にあると   
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いうことである。もともと「個」も「つ」も幅広い名詞に使われるものである。  
その使用範囲がいっそう広がりつつあるということはその他の助数詞の衰退を  
















出できない変化であり，またなかなか意識されにくい変化であろう。   
今までこの種の変化が報告されることが少なかったのほ，次のような事情が  
考えられる。（1）現象自体が気付かれにくい。（2）確認するのに手間がかかる。  








識辞：   
アンケート調査では，多くの方にお世話になった。それぞれのかたは忙しい  




ある。   
つくば市老人クラブ連合会会長  市村芳男氏   
つくば市婦人会会長  青田せき氏   
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の成分分析」（研究代表者・荻野綱男）の研究費を利用することができた。関  













付録：アンケート用紙の概略   
以下にいろいろな物を数える文があります。  







b・  且埋′′  
C・  蔓垂′′  
d・  旦墜ノ′   
（以下具体例ほ省略し文例だけ示す）   













































などの3つ／3木の柱からなる「国際協力構想」を表明した。   









だ。   
